
toknOwtheexistenceoEarhombictJnit

whichhasthesamebtlmingcharacteristic

･asaexternalroundunitasshown inFig.3,
andthiscorrespondenceprincipleiseffec-

tivelyappliedto丘IIingtheportareaofthe

grainbytherhombictmitinplaceofthe

found.

ThecharacteristicsoEgrzLinconGguradons

･aredis00ssedmainlyincaseoEstarandgear

fomswhichareshowninFig.5and6

TeSpeCtively.We丘ndthatL/r,S/.7112and
･S'/汀r3AreFunctionsofw/rzmdn,whereL

isthelengthofbuminglineぉ shownby

sym bolbinFig.5,rtheradiusofthe

grain,SandS'thecrosssectionalareaof

theneutralburningpartandthatoEthehal

.grain frElgmentrespective)y,w therweb

thickn ess,andlJthenumberoEtheunitcon･

点gurationsinonecrosssection(Forex叩lplc

inFig.5theuppershowsIL-6and the

lowerlJ--4).

ThecuryesinFig.8,9and10showthese

relations,andwe丘ndinthem thatiEthe

twodi飢m tcon6gurationshavethesame

valuesoEw/T･andJl,thentheirvaluesof
L/r,S/汀r2iLndS'/芹rmustbeequa).This
theoryshouldbeveryusefuHyappliedto

Jesigning.

ThewaveconLiguralion,ShowninFig.7,
shotJ]dbeconnectedtothewebendoLthe

stallform anditshowsnearlyneutralbum･

)ngcharacteristic.

(DainipponCe)luloidCo.andHosoyaFire･

worksCo.)

TNTに対する光の化学的作用

野村 学 親書･阿 部 武 弘*

Ⅰ.捕 ℡

日光にさらされると,TNTが発色をへて次静 こ梅

J色に講色していく卒は古くからよく知られた事であ

る｡この TNTに対する日光の化学的作用は,TNT

･の不安定化の原田の一つとして研究されて来て居り,

これに関して幾つかの報告もある｡TNTを日光にき

ちすと,KrAnZとDoMtl)はピタt)-/酸とト1).;ト

ロべ./I/イブク蕨が生ずる●と報告して居り,Schultz

とGwgulyZ)は赤色物質であるO-及びPdinonoxim
額専体が柑られると報告している｡一方,Lodatiqは

蚕桶戟ガスが発生すると報告して居 り.丸IitrAと

Sriniv拡an▲)は,日光照射の結果 TNT より発生し

たガスを帝アルカl)終液に喝を,その溶液を調べた所,
NO1-の痕跡と明かな NO2-の存在が認められると

冒っている｡又,日光の照射を受けたTNTは,敵点

751侍くなり2'1'6),感度が芯くなるがl,8),笹度が低く

なる6)ことが恕められている｡

木先晩{･は,固体の TNT及びTNTのェチルア

ルコール終液に,紫外繰及び可視光級を与えるEl光の

相和35咋31722fl交7m

･■ Bq紡大牢払 坑飢実相

'YoJ.21,No.2.18Sg

代りに,可視光紋と架外税とを別々に照射して.これ

ら光枚が TNTの吸収スベタレレにどのような変化

を与えるかな究べて見た｡

Ⅰ.乗 取

用いた TNTは市灰の 2,4,く-トIJニトpHレエ･/

をメチルアルコールから3rQl再指して碗製した,m.p.

82.50C｡エチルアルコールは市販の特級品を金馳ナト

IJウムで脱水艶,分布して柄燕した｡

可枚先晩光世としてはタ'/タステンのスポ･/トラt/

プ (100V5mW)を 80Vで使用し,乗外税光預とし
てはマツダ超高圧永叙ラソブSHLS-1CO2A型を使用

した｡可祝光捺及び究外根の照射の場合.夫々,ヤツ

〆色ガラスフィルターⅤ-Y3A及びUV-I)2な用い

たので,可視光椋としては的 i30mp以上の光を.栄

外緑としては約 300-400m/Lの光枝を照射した こと

になる｡何れの場合も,光主群箕正から約 7cm戯れた

所に釈料を置いて照射した｡ガラス容皆から締出する

アルカ1)が TNTと弥色物質を作る;ので,可視光線

跡ま紫外頓照射に際して,TNTのエチルアルコール

溶液は透明石英鶴容掛こ入れた｡

浴液の吸収スペクトルは日立分光光陀光Znl･EPU-2

(JOL) 23



塾を用いて蓋温で測定した｡吸収セルの好きは 1cm｡
皿.結 果 及び 考 嚢

(i)TNTのエチルア′ンコール洋弓かこ可視光絞及

び穿外線を照射した場合の吸収スペクトルの変化

10C 308

WAVtl吋 kLTrJFig.I.Theabsorptionspeccrao
rthevisiblelight(above430mFL)-irradiat
edsolutionofTNT(I.89〉く10~Smo

l)inethano1.1)ini血1; 4)6hr.-i
rra(1iation;2)2hr.･irradiation; 5)8hr.-i

rradiation.3)4hr.-irradiation;TNTの希持エチ

ルアルコール溶液に可視光線(430mF･以上)を照

射した観合の吸収スペクトルの変化を京すと図 1のよう

になる｡図 1で,可視光紋を頂射されてもTNTの吸収ス

ペクトルには殆ど変化が見られない｡従って,エチル

アルコール帯液中のTNTは約 430mFL以上の光紋の鰐

射によっては化学的変化を起さないと富うことが出来る｡

TNTのエチルアルコール欝液に紫外緑 (SOD-100
mfL)を照射した場合の吸収スペクトルの変化は図2

及び3である｡国2では吸光度の大きい紫外汲長儲城での吸収スペクトルの変化を,図

3では吸光政の小さい近紫外から可視部にかけての郡長併故

での吸収スペクトルの変化を見てみた｡団2で,TNTの 227mJL 210way.lbS払サ }3

oOFig.2.Theabsorptionspectraoftheultraviolet
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Fig.3.Theatmrptionspeclm oEtheu)lravio]et

]ight(300-1∝血fL>irTadiAtedsolutionofTNT
(6.27xlO一一mol)inethanol.
1)iJlitiOlI; 4)6hr.-irraditlLit)n･,

2)1hr.-irradialion; 5)9hr.lirradintitIn;
3)3hr.-irradiatioTt ;6)12hr.･irradizltion.

共に相している｡この可視部のアブ./-ノミソスは雷に

長時間先外税を照射すると次酔 こ波少していく｡この

事は,図2での極大吸収帯の場合と同様に,次のよう

に考えることが田来よう:TNTは光化学反応を起し

て可視部に吸収帯を与える物だな生ずるが,更に長時

間紫外根を.q射すると,この可税部に吸収帯を示す物

質が光化学反応を起して他の物矧こ.g:.るため,可視部

の吸収帯のアブ･/-I:ソスが放少する｡そして,この

可視瓢に吸収帯を与える物矧土,E92での 227mj,附

3丘でアブ./-'tt/スが小さくなるような物質と同一で

あるように思われる｡

(2) 臨終の TNT に可視光析及び紫外税を照射

した場合の吸収スペクトル

TNTに先外放 く300-400mf･)を長時間照射する
と,TNTの表面が次静 こ旺鴇色を帯びて来るが,可

視光根 (430mfL以上)を田射された TNTは来照射

の TNT と殆ど変らない色をしていた｡之噂3机項

の TNTの飽和に近い漆原エチルアルコール溶液の

吸収スペクトルを示すと図 4のようになる｡図4でも,

弟外根を照射された TNTだけが可扱矧こ吸収帯を

与えるが,この吸収曲執ま図3での柴外線を12時間照

YoI.21,No.2.IBM

VfjJ○き｢

巾l slO

払 けt･tLlthくサI
Fig.4.TheakorptionspcetraoEtheirradiated
TNT'S,allinelhaJIOl(nearl)･saturatedeo･
ncentmLions).

1)withoutanyirradiation･,
2)visiblelight(above430mp)-irralliatiorI
(lShr.);

3)ulLravio]ctlight(3∞-40〇m/I)-irradinlion
(15hr.).

射した場合の T※Tのエチルアルコール清液の吸収

曲枚と似ている｡従って,聞体の TNT の場合も,

溶液中にRtける場合と同様に,43〇mF一以上の可奴光

線を照射されても,化学的変化を速さないと考えてよ

いであろう｡

Fl光の作用によって TNTから生ずると報じられ

ている既述の物質のうち,ピタt)ソ酸,I.)こい2ペ

ソ･/イック私 NO一及び NOr はすべて紫外詞㍍こ

吸収帯を流す｡しかし,-これらの物質の存在は,図2,

3及び4の吸収曲緑が未反応の TNTの吸収を含ん

でいることや紫外瓢こ明渡な強い吸収帯を京していな

いためなど{･,之等の国の吸収曲糟からは認めること

が出来ない｡SchullzとGAngtJlyt)は,日光の作用

によって TNTは下のような光化学反応を起して赤

色の O-及び ♪<hinonoxim訴碍体を与えると報告

している｡

桝 の報昔が正しければ,図3及びiでの可視部の吸

収符はこれらchinonoxinによるものと考えるべきで

ある｡しかし,TNTに日光醐 托 す九は,驚範化合

物のガスが発生するという報告一)もあるので,T･TIT

(103) 25
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よりChinonoximが生ずることには校閲の点もある｡

MitraとSrinivasan4)は,E]光頗射を受けて変色し

た TNTは,TNTにアルカ1)を作用させた場合に

得られるア'/化合物と思われる物質とよく似ていると

言って居り,又,ピタ()ソ鞍や他のニト｡フ&ノール

額を含んでいないと報告している｡国3で,TNTの

エチル7ルコール溶液に長時間党外紋を照射すると,

可祝部の7ブ'/-,.'ソスが小さくなるのは,柴外線照

射によってTNTから生じた色素が,光化学反応をI
起して分解するからであろう｡この群から,固体の

TNTに紫外鴇を照射した場合にも,紫外鋲照射によ

ってTNTより生じた物質が夏に紫外級の照射を受け

て光化学反応を起して他の物巽に変る可能性のあるこ

とが充分考えられる｡

Ⅳ.捻 結

社来日光にさらされたTNTは変色すると雷われて

いたが,TNTは430mFJ以上の可視光税を照射され

ても変らず,紫外紋を照射されると光化学反応を起す

ことが分った｡TNTは,国休でもェチルアルコール

溶液中でも,BOO-1∞mjLの葉外線を照射されると,

可視瓢こ吸収符を示す物質を与える｡この可祝部の吸

収符のアブゾ-.くソスは,TNTのエチルアルコーJt,

搭液の場合更に長時間溶液に紫外鞄を頂射すると,次

希に拭少していく｡之は,柴外紘照射によって TNT

より生じた可視瓢に吸収帯を与える物質が更に紫外経

によって光化学反応を起して分解するためと考えられ

る｡

本殉政を壌助された藤原息利菅に感謝する｡
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CIlemiczLIEffectofLightorLTNT

YGknnNomuraandTakehiroAbe

Thee鮎ctsofvisiblelight(above430mp)

andultravioklone(300-400m/∫)onTNT

insolidi)ndin ethanolwereinvestigated

spectropbotornetrically.ThesolidTNTexp･

osedwasalsodissolvedinethanolandthe

ethanolsolutionsweremeasured.Nochemical

euectofthevisiblelightabove430mFLOn

TNTwasfound.ExposureofTNTillSolid

andinethmoltotheultravioletlightresul-

tedim coloringproductsshowing visible

absorptionbandsinethanol,atindicatedin

Figs.3and4.Absorbancesofthevisible

26

absorptionbandsoEtheethanoLsolution of

TNT,exposedtotheultravioletlight,decr-

easedwhenthesolutionwasexposedtothe

ultravioletlightformorethansixhours,ask
showninFig.3.Thiscanbeinterpretedash

follows:Thecoloringproductproducedby

exposingTNTinethanoltotheultraviolet

lightisconvertedintoanothersubstance

showingdiqcqentabsorptionbaJldsowingto･
furtherexposureoftheultraviolet light_

(DefenseAcademy.Yokosuka)
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